








07 08土器農耕具
のう　こう    ぐ ど　　き

弥生時代には本格的な米づくりがはじまりました。
青谷上寺地遺跡では田んぼの跡や米づくりにかかわるたくさんの
道具が見つかっています。

稲穂を摘み取る道具。
堅い木や石で作られ、
「穂摘具」とも呼ばれます。

石包丁・木包丁
いし

かた

ぼうちょう

ほ つみ ぐ

つ

き ぼうちょう

ぬかるんだ田んぼの中に入るときの道具
足につける紐を通すため、板の上下に『えぐり』がある
もの（上）や、穴をあけたもの（下）があります。

田下駄
た げ た

ひも

畔を作ったり、
溝を掘ったりするときに
使います。

鋤
あぜ

すき

稲穂を叩いて
モミの脱粒をする道具です。

横槌
よこつち

だつりゅう

お鍋のように、煮炊きに使用。
表面に黒いススがついているため、
火にかけていたことがわかります。

甕（弥生時代中期後葉）
かめ

なべ に た

水や穀物を保管する容器です。

壺（弥生時代後期後葉）
つぼ

こくもつ

波形の凹線文と赤い染料で飾ら
れた壺。胴部のふくらみと裾部の
広がりが特徴的です。

脚台付の壺（弥生時代中期後葉）
きゃくだい

なみがた

どう ぶ すそ ぶ

つき

おうせんもん せんりょう

食べ物を盛り付ける器。
『魏志倭人伝』には、「倭人は
高坏を用いて手で食事をし
ている」ことが記されてい
ます。

高坏（弥生時代中期後葉）

もち

たかつき

ぎ し わ じんでん

壺など底が丸い土器を乗せる台です。

器台（弥生時代後期後葉）
き だい

土を耕す道具

又鍬
またぐわ

Agricultural Tools Earthenware

史跡内の田んぼで2023年に
収穫したお米（黒米・緑米）

土器は弥生時代の人々の生活必需品です。様々な形があり、食物の保存、
調理、盛り付けなど、用途によって使い分けていました。
装飾が施された華やかなものは、儀式などに用いられたと考えられます。
そうしょく ぎ しきほどこ

スタンプを連続的に押して
華やかな文様が施された祭祀用の土器です。

台付装飾壺
だいつきそうしょくつぼ

しさいもんよう

田下駄
た

顔
がん



重大なことを決めるときはシカやイノシシの肩甲骨を用いて

吉凶を占いました。

250点もの出土数は全国最多です。

卜骨
ぼっこつ

きっきょう

けんこうこつ

09 まつりと占い
Festivals and Fortune Telling

6枚の板を箱状に組み合わせた琴。

側板の孔は音を響かせる役割です。

『古事記』『日本書紀』では琴を鳴らして

神の御告げを聴いた、と記されています。

琴

そく

こと

こ じ き

お つ

に ほんしょ き

ばん あな

赤く彩色された三角の文様、

ボタンのような飾りが華やかです。　

器台

青銅製の銅剣を模して

クジラの骨で作ったもの

銅剣形骨角器
どうけんがたこっかく き

も

横方向に振り敵の身体を引っかける

武器です。

戈（鞘と柄は出土品。戈は復元品）
か えさや か

4 本脚の動物が 5匹描かれた琴の側板。

動物の種類は不明です。

琴板
そくばん

渦巻きと三角の文様の周りを水銀朱で彩色した盾。

割れるのを防ぐため紐を通して補強していました。

美しい文様で飾られていることから

儀礼に用いられたものと考えられます。

盾
たて

すいぎんしゅ

ひも

もんよう

｢魏志倭人伝｣には、倭人は骨を使って
占いをしていたと記述があります。
また、まつりでは飾りを身に着け、木や骨で作った武器や華やかな盾を用いた
演武を行っていました。
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10 青谷上寺地遺跡の人々
あお       や        かみ       じ          ち          い        せき

15歳くらいの男性。頭や顔の形は女性的だが、DNA分析

によって男性であることが判明しました。

額に金属製の武器で攻撃された傷が残っています。

傷を受けた頭蓋骨（第1頭蓋）

背後から矢で射られたと考えられる骨。

出土した人骨のうち、1割程度が武器で傷つ

けられていることから、激しい争いに巻き込

まれたことが考えられます。

銅鏃が刺さった男性の寛骨（骨盤）
どうぞく かんこつ こつばん

結核で癒着・変形した背骨。

弥生時代に大陸から伝わった病気です。

結核に感染した人の骨（国内最古の例）
けっかく

ゆちゃく

The Bones Lying in Rest at the  Aoya Kamijichi Site Belonged to People

人骨のほとんどは、中心域の東側にあるSD38という溝から散乱した状態で出土しました。

ひたい

とうがい

2世紀後半にうまった溝跡から、たくさんの人の骨が
出土しました。
その数は約5,300点（109体以上）におよび、鋭利なその数は約5,300点（109体以上）におよび、鋭利なその数は約5,300点（109体以上）におよび、鋭利な
刃物による傷や、病気による変形が観察できる骨も
見つかっています。見つかっています。見つかっています。
中国の歴史書『後漢書』におさめられた「倭伝」には、中国の歴史書『後漢書』におさめられた「倭伝」には、中国の歴史書『後漢書』におさめられた「倭伝」には、中国の歴史書『後漢書』におさめられた「倭伝」には、
紀元2世紀後半に「倭国大いに乱れる」と記され紀元2世紀後半に「倭国大いに乱れる」と記され紀元2世紀後半に「倭国大いに乱れる」と記され
ています。
青谷上寺地遺跡に眠っていたのは、激動の時代を
生きた人たちでした。

えい り

ご かん

わ こく

じょ わ でん

2世紀後半にうまった溝跡から、たくさんの人の骨が
出土しました。
その数は約5,300点（109体以上）におよび、鋭利な
刃物による傷や、病気による変形が観察できる骨も
見つかっています。
中国の歴史書『後漢書』におさめられた「倭伝」には、
紀元2世紀後半に「倭国大いに乱れる」と記され
ています。
青谷上寺地遺跡に眠っていたのは、激動の時代を
生きた人たちでした。

銅鏃模式図
どうぞく

微高地
（弥生人の
    活動拠点）

骨が発掘されたSD38
はっくつ



脳が発見された男性の頭蓋骨（第8頭蓋）をもとに復顔した
男性像。
DNA分析により、母系は渡来系、父系は縄文系であること、
毛髪が太く黒々としていたことが分かりました。

青谷弥生人（青谷上寺朗）

母から子へと伝わり、同母のキョ
ウダイのミトコンドリアDNAは塩
基の配列が一致するので、母系の
つながりを知ることができます。

ミトコンドリアDNAの分析

両親から伝わり、1人のヒトをつくるための遺
伝情報となります。核DNAを分析した青谷上
寺地遺跡出土人骨はいずれも現代の日本人
と同じ集団に含まれることが分かりました。

核DNAの分析

中国の歴史書『三国志』の「魏志（魏書）」に書かれた倭の国ぐ

にや人に関する記述。紀元3世紀末に編さんされた。弥生時

代後期、紀元2～3世紀半ばの日本の地理、社会、卑弥呼、邪馬

台国のことなどが記されている。

『三国志』魏志倭人伝
さんごく し

ひ み こ

ぎ し ぎ し ぎ しょ わわ じん

や ま

たいこく

でん

中国の歴史書『後漢書』の「東夷伝」に書かれた倭の国ぐに

や人に関する記述。『後漢書』東夷伝とも呼ばれる。紀元5世

紀に編さんされた。紀元1世紀に奴国の王が後漢の皇帝か

ら金印をさずけられたことや倭国大乱の年代に関する記

載がある。

『後漢書』倭伝
ご かんじょ

わ こくたいらん

な こく

とう い でん

きんいん

わ でん

弥生時代や古代の日本の呼称。倭
わ

陸地に囲まれた水深の浅い水域。外海とつながっていて波

もおだやかなため、青谷上寺地遺跡では港として利用して

いたと考えられる。

内海
うちうみ

紀元2世紀の後半にかけて続いた倭の国ぐにによる争い。倭国大乱
わこくたいらん

『三国志』魏志倭人伝にみえる国名。弥生時代の日本にあっ

た国のひとつで、現在の福岡県福岡市付近にあったと考え

られている。

奴国
な こく さんごく し ぎ し わ じんでん

紀元3世紀前半に活躍した倭の女王。倭国大乱を経て、倭の

国ぐにをまとめる王となる。鬼道（まじない）を使って、国を

治め、後漢と外交を行っていた。死後大きな墓がつくられた

と魏志倭人伝に記されている。

卑弥呼
ひ み こ

き どう

弥生人の脳

紀元2世紀後半の人骨のミトコンドリアDNAを分
析したところ、東アジアの各地にルーツをもつも
のも多くあることが分かりました。また、渡来系31
個体に28系統の母系が確認されました。このこと
は、ほとんどの人が血縁関係になかったことを意
味しており、その多様性はまるで都市部に集まっ
た人のようです。紀元2世紀頃、青谷上寺地遺跡に
は、さまざまな地域から多くの人が訪れていたと
考えられます。

ミトコンドリアDNAの分析から見えてき
都市的な集団像

用語集

11 DNA分析
ぶん     せき

C1
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N9a
15%

B5
6%

3%

B4

M9a
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渡来系
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C D
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DNA Analysis

仮

3%
M7a

縄文系

3個体の頭蓋骨の中に脳の一部が残ってい
ました。日本に現存する一番古い、貴重な脳
です。 前

後

第8頭蓋に
残っていた
脳の範囲
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A Brief Timeline of the Aoya Kamijichi Site

青谷上寺地遺跡

本格的な
土地利用が
はじまる

鳥取県で本格的な
米づくりが広まる

妻木晩田遺跡で
村づくりがはじまる

妻木晩田遺跡に
有力者があらわれ
四隅突出型墳丘墓が
つくられる

妻木晩田遺跡の住居数が
もっとも多くなり
集落の最盛期をむかえる

鳥取県で
前方後円墳の
築造がはじまる

鉄器の使用が
はじまる

ものづくり、
交易が

さかんになる

大量の人骨が
溝にうめられる
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AD.238

AD.57

AD.107

AD.147～188

奴国王、
後漢に使いを送り、
金印をさずかる

（「後漢書」倭伝）

（「後漢書」倭伝）

（「後漢書」倭伝）

（「三国志」魏志倭人伝）

（「三国志」魏志倭人伝）

（「三国志」魏志倭人伝）

AD.14

王莽、
貨泉の鋳造を開始

倭国王帥升、
後漢に使いを送る

すいしょう

倭国大乱

このころ、卑弥呼が
倭国の女王に共立される

卑弥呼、魏に使いを送る
金印や銅鏡100枚を
あたえられる

このころ、卑弥呼死す
大きな塚をつくる

中国の歴史書にみる
倭に関する記載
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